
●　第233号1 令和3年9月25日発行かぬま社協だより

かぬま だより社協社協
第233号
令和3年9月25日発行
－編集及び発行－

鹿 沼 市 社 会 福 祉 協 議 会
電話 65－5191
印刷　晃南印刷㈱

募金は、鹿沼市内の福祉活動に活用されます。
共同募金には、戸別募金（自治会）、法人募金、学校募金、職域募金
などがあります。ご協力よろしくお願いいたします。

10月より「赤い羽根共同募金運動」
が始まります。

共同募金の活用例

♥♥♥ ご協力いただける事業所様はお気軽にご相談ください。 ♥♥♥
「かぬま社協だより」は、市民の皆様からいただきました社協会費と赤い羽根共同募金　 の配分金などで作成しています。

鹿沼市での目標額：8,500,000円

在宅障がい児者に
ボランティアがケーキを

届けるイベント

小学校での
盲導犬体験

コロナ禍での市民の思い出作りを応援

赤い羽根共同募金と企業の協力について

動画はこちらから！

法人募金法人募金
会社・事業所からい
ただく募金。令和2年
度は180社以上が協
力!!

職域募金職域募金
社員・従業員の方々か
らいただく募金。
職場内に募金箱を設
置。

募金箱の設置募金箱の設置
店頭のレジ横や受付、
イベントなど、人が集
まる場所に募金箱を
設置。

寄附金付き商品寄附金付き商品
お店の商品やサービ
スを寄附金付き商品
として販売し、売上げ
の一部が共同募金へ
寄附。

新たに募金箱を設置して
いただいている店舗の紹介
新たに募金箱を設置して
いただいている店舗の紹介
隠れ家的サロン
ヒーリングハウスPoloka
上殿町1147-25

日本茶専門店
㈲神山園
中田町1175
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【新評議員】15名
任期：令和7年6月定時評議員会終結時まで

会　  長 宇 賀 神 　 伴 　 吉
副 会 長 福 　 田 　 義 　 一
副 会 長 増 　 渕 　 靖 　 弘
副 会 長 奈 良 部 　 　 　 實
常 務 理 事 田 野 井 　 　 　 武
理  　 事 小 　 林 　 和 　 弘
理　  事 神 　 山 　 壽 　 子
理　  事 山 　 崎 　 晴 　 美
理　  事 鈴 　 木 　 康 　 子
理　  事 市 　 田 　 喜 　 藏
理　  事 片 　 柳 　 伸 　 一
理　  事 奥 　 山 　 明 　 彦
理　  事 大 　 塚 　 美 津 子
監　  事 黒 　 川 　 　 　 亨
監　  事 大 　 塚 　 次 　 郎

評 議 員 岩 　 本 　 雅 　 子
評 議 員 毛 　 塚 　 欣 　 伸
評 議 員 山 　 菅 　 昭 　 八
評 議 員 田 　 代 　 高 　 志
評 議 員 杉 　 田 　 浩 　 幸
評 議 員 葉 　 山 　 　 　 廣
評 議 員 齋 　 藤 　 雅 　 世
評 議 員 増 　 田 　 浩 　 治
評 議 員 斎 　 藤 　 陽 　 子
評 議 員 原 　 田 　 　 　 篤
評 議 員 関 　 口 　 忠 　 雄
評 議 員 武 　 井 　 貴 　 宏
評 議 員 橋 　 本 　 勝 　 浩
評 議 員 秋 　 本 　 　 　 敏
評 議 員 小 　 島 　 　 　 実

◎新評議員、新役員（理事・監事）紹介

会長就任のごあいさつ
鹿沼市社会福祉協議会　会長　宇賀神　伴吉　

　このたび、池澤前会長の後を引き継ぎ、令和3年6月17日から会長に就任いたしました、
宇賀神伴吉でございます。
　前会長とともに、これまで理事として社協活動に携わって参りましたが、そうした経験
を踏まえ、微力ではありますが、鹿沼市社会福祉協議会の円滑な運営と地域福祉の推進に
向け、その職責を全うすべく、努めてまいる所存です。
　今日、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、人と人との交流抑制や外出自粛等、こ
れまで本会が進めてきた地域福祉活動の制限を余儀なくされるなか、生活福祉資金の特例
貸付や生活困窮世帯等への支援業務は急増しており、地域における生活課題はより複雑・
多様化してきております。
　また、本会において３月に発覚した不祥事については、先日「再発防止対策検討委員会」より答申をいただき、現在、
再発防止に向けた「新たな体制づくり」の検討を進めているところであります。
　このように、様々な課題が山積しているなかの船出ではありますが、地域福祉の拠点として、みんなにやさしい、
安心安全なまちづくりの実現を目指し、社協役職員一丸となり、努力を重ねて参りたいと存じます。
　今後とも、皆様方のご指導、ご協力を切にお願い申し上げ、会長就任のご挨拶とさせていただきます。

鹿沼市社会福祉協議会　不祥事のお詫びと再発防止への取り組みについて
不祥事の概要
　令和3年3月23日に、社協が行う成年後見事業でお預かりしていた市内高齢者の財産に311万円の使途不明金が生じ
ていることが発覚し、その後の調査により、この他にも446万円の使途不明金も見つかりました。
　このことにつきまして、使途不明金を全額弁償すること、また担当していた前地域福祉課長である50代男性職員を
懲戒解雇とすることを決定しました。
不祥事の主な原因
　今回の不祥事の原因については、担当者がひとりで全ての業務を担当し相互チェックが不十分だったことや、組織
内のコミュニケーションが不足し、業務にも多大な影響を与えていたことなどが考えられます。
再発防止への取り組み
　当会では、外部有識者など第三者による再発防止対策検討委員会（委員長：山下雄大弁護士）を設置し、再発防止
に向けた取り組みを審議していただき、8月24日に答申書が提出されました。その内容は、複数による担当制や組織
内コミュニケーションの円滑化など、大きく4項目にわたるものです（答申書は社協ホームぺージでご覧いただけます）。
社協は、今後この答申書をもとに、再発防止に取り組んでまいります。

【新役員】15名
任期：令和5年6月定時評議員会終結時まで

令和3年5月28日に開催された理事会及び評議員選任・解任委員会において新評議員を、令和3年6月17日に
開催された定時評議員会及び理事会において新役員が、以下のとおり選任されました。
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　皆さんこんにちは、私は今年度からスクールソーシャルワーカーをしています。また、私自
身も幼少期に父を脳腫瘍のために亡くしており、元ヤングケアラーとして過ごしてきた日々が
あります。
　ヤングケアラーという言葉も以前より浸透してきたのと同時に、自分もかつてヤングケアラー
だったのではないか？とお気付きになる方もいらっしゃると思います。
　今回は、頼れる大人を見つけられない中でケアを担っているヤングケアラーについて、理解
を深めていただけるといいなと思い、ヤングケアラーの由来とイギリスの支援制度についてお
話ししようと思います。

～ヤングケアラーの由来とイギリスの取り組み～
　1980年代のイギリスにおいて、社会保障制度が国民の生活にどれくらい浸透し支えられてい
るかを調査した際に、家族のケアを担っている子どもたちがいることが浮き彫りになりました。
ケアや家事のために学校にいけない子もいたため、子ども達の権利と教育を保障する必要があ
ると、2014年に「子どもと家族に関する法律」が作られ支援の対象になりました。そして、ヤ
ングケアラーを「他の人のためにケアを提供している18歳未満の者」と定義し、地方自治体に
対して適切な支援につなげることを義務づけました。
　具体的には、悩みや話を聞く専門のスタッフを学校に配置したり、休息とサポートを提供す
るためにヘルパー派遣をしたり、子どもらしく過ごす時間を確保するためにレクリエーション
やフェスティバルを開催する等の制度が整ってきています。

～コラムを書こうと思ったきっかけ～
　守られるべき子どもたちが、家族を支えるのは自分しかいないと家庭の課題を抱えて学校に
通っている実情があります。そんな子ども達への過剰な負担に気付いてもらうために、誤解な
く発信していきたいと思ったからです。最近では、「かわいそうな子」として報道で取り上げら
れることが増えたことで、当事者が声を上げにくくなってしまうことを回避したいという思い
もあります。

～伝えたいこと～
　ヤングケアラー達に「ひとりじゃないよ、助けたいと思っている大人がいるよ。」という安心
を届けたいです。また、ヤングケアラーの相談に乗っているのですが、家族を大切に思うが故
の責任感から、誰かを頼るという発想に辿り着けない場合があり、相談支援に繋がり難い状況
があることも知っていただきたいです。
　ケアが長期化することで、疲弊し不登校になる場合もありますし、家族を大切に思えなくな
ることへ罪悪感を抱くこともあるので、心のケアも非常に重要になってきます。そして、ケア
が生活の一部になってしまうことで、ケアの自覚が持てないため、
周囲の大人が子どものしていることや負担を感じ取る必要があります。
　そこで、皆さんと一緒に、鹿沼市にどんな支援があったらいいか
を考える機会を作り、みんなで子どもを支えながら育んでいける社
会にしていけたらいいなと考えていますので、これからもどうぞよ
ろしくお願いします。

コラム ヤングケアラー（介護する子どもたち）
NO.2

齋藤　久美子　
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「地域共生社会」中央地区地域包括ケアシステム第２層協議体
「中央地区ささえあいボランティア活動」のご紹介!!

生活相談・支援センター『のぞみ』 窓口移転のお知らせ
市役所の新庁舎への移転に伴い、のぞみの窓口も移転しま
した。
【移転先】鹿沼市役所厚生課内（鹿沼市今宮町1688-1）　
　　　　 ２階５番窓口
【問合せ先】TEL：63－2167

悩み事・困りごとはありませんか？
　のぞみは、「生活が苦しい」「仕事がなかなかみつからな
い」「ひきこもりの子どもがいる」等、経済的な理由や生
活に困っている方からの相談を受け、相談者の方と一緒に、
解決に向けて取り組んでいく機関です。
　ひとりで悩まず、まずはご相談ください。

　私たち中央地区では、地区内で実施した「日常生活困りごとアンケート調査」により地域住民の要望や意
見を集計し、「地域課題を解決して暮らしやすい地域づくりをしよう」と、令和元年１１月から支えあいボ
ランティア活動を実施しております。
　「実際にアンケートを取って、地域の高齢者の方がさまざまな困りごとを抱えていることがわかりました。
支援活動で多いのは63％が庭の草刈りですが、家の中の清掃や、“とにかく相談に乗って欲しい” との要望
もあります。必要な場合は、他の機関や施設等につないだりすることもあります。誰もが同じように年を取
り、高齢者になります。だからこそ必要なのは “おせっかいにならない本物の支援” だと思います。ボラン
ティアの調整など難しい面もありますが “地域のため” の活動を継続していきます。」

　利用を希望される方、協力会員、賛助会員を随時募集しております。興味のある方はお問合せ下さい。

65才以上の高齢者世帯が対象となります。
≪主な支援内容≫
草刈り、草むしり、庭木の手入れ、家周辺の片づけ
殺虫剤散布、不用品片付け、洗濯、布団干し、買い物代行、食事作り、家庭内清掃など
問合せ先：吉井和夫　　TEL 080－6553－1771

利用料金

40分 100円

60分 200円

90分 300円

120分 400円

ボランティアを引き受ける地域協力会員は29名。賛助会員は53名。
今年度の依頼件数…107件　　ボランティア数…123人　　活動時間…155時間　令和3年8月20日現在

中央地区自治会協議会長
支えあいボランティア代表
吉井 和夫さん
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フードバンクかぬま実績報告（令和3年4月～8月）
●寄　附 128件（米801キロ　食品971キロ） ●提　供　169件（米753キロ　食品709キロ）
●利用者　延べ163人 ●性　別 男性90人／女性72人
●年　代 20代4人／30代15人／40代24人／50代34人／60代28人／70代以上23人
●初めての利用者　25人
●世帯構成 単身66人／親と同居13人／未成年のいる世帯42人／その他27人

＊不明な部分もあるため、集計の数字は一致しません

〇40代から60代の単身男性の利用が最も多いです。　〇女性や子どものいる世帯の利用が増えています。
〇大多数が2回目以上の利用であり、困窮が長期化していることがうかがえます。

フードバンク　食品募集
　フードバンクは、社会の困りごと解決のために缶詰1個から参加できる活動です。ぜひご協力ください。
・賞味期限が1ヶ月以上あるもの　・未開封のもの　・常温保存可能なもの
〇受付　鹿沼市社会福祉協議会（月～金曜　8：30～17：15）
　＊お近くのコミュニティセンターでも受け付けます。

寄附物品
歌う海賊団ッ！様 ………………………… 味付きのり2箱（子ども食堂へ）
秋山　康雄様 ……………………………… 血圧計
ウエダ様 …………………………………… ランドセル
MOM

，
S　kitchen様 …………………… 幼児用マスク32枚（児童養護施設ネバーランドへ）

指定のある寄附金
北犬飼地区民生委員児童委員協議会様 … 30,000円（フードバンク事業へ） 
太田　エイ様 ……………………………… 100,000円（フードバンク事業へ）

　藤村　哲様 ………………………………… 12,136円（鹿沼市手をつなぐ育成会へ）

指定のない寄附金
鹿沼市中途失聴・難聴者協会様 ………… 3,000円
がっからさま ……………………………… 5,301円
株式会社 安田測量様 ……………………… 100,000円
その他、匿名の方からも寄附をいただきました。
フードバンクへ食品の寄附
　和久井一夫様、斎藤育子様、中野優子様、鹿沼東高校様、佐藤正子様、高野晴美様
　石倉晴香様、茨木和子様、老健かみつが様、鹿沼高校様、北原様、青木栄子様　他匿名多数

令和3年3月～令和3年8月受付

　和久井一夫様、斎藤育子様、中野優子様、鹿沼東高校様、佐藤正子様、高野晴美様

〜
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　今年5月より泉町にある宅老所はいこんちょの一室をおかりして、『にじのわ地域
食堂』を始めました。新型コロナウイルス感染防止の為、人数を制限しながら毎月１
回、地域のみんなでお昼ごはんを作り、食べます。どなたでも参加できる地域交流の
場所を目指しています。そして10月より、菊沢コミュニティセンターで『子ども食
堂にじのわ』として新しく始まることになりました。こちらもこれまでの地域食堂と

変わらずに、地域の方とごはんを作り、交流できる時間になればと思います。コロナ対策により当面はテイクアウ
ト（お弁当）のみで対応になります。一緒に調理してくれる地域ボランティアも募集中です。ご興味ある方はぜひ
ご連絡お待ちしております。
事前予約制　TEL : 080－6788－4258（小尾）
 obi.yuzuki.1225@gmail.com
料　　　金　小学生～大人　300円
　　　　　　未就学児　無料
開　催　日　毎月第１・３月曜日
時　　　間　16:30～19:30
場　　　所　菊沢コミュニティセンター

『にじのわ地域食堂』はじめました!!
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ひとり親家庭ふれあいクリスマス会
参加者募集「親子で楽しむ！クリスマスリース作り」

～ビンゴ大会も開催～
と　き １１月２８日（日）午後１時３０分～午後３時３０分
ところ　鹿沼市民情報センター
対　象　ひとり親家庭の家族（４歳以上の子ども）
定　員　先着１５家族   定員になり次第締め切ります。
　　　　（リースは１家族１つになります。）
参加料　無料
申　込 １０月４日～１０月２９日　鹿沼市社会福祉協議会の窓口及び電話受付
　　　　TEL：６５－５１９１    担当：地域福祉課　柴田
＊赤い羽根共同募金を活用した事業です。

福祉教育体験学習サポーター募集！
　市内の小中学校で実施される福祉教育体験学習に興味関心のあ
る方で、子どもたちに対するサポーターとして一緒にお手伝いし
ていただけるボランティアを募集します。

福祉教育体験学習サポーターとは・・・？
　市内の小中学校に出向き、学校で実施される「車いす体験」
「アイマスク体験」「高齢者疑似体験」などの体験学習がスム
ーズに進行できるようにサポートしていただけるボランティ
アのことです。
例えば…①車いす体験の補助
　　　　②高齢者疑似体験用具の着用補助
　　　　③体験学習の見守り　など

【対象者】・学校の福祉学習に興味関心のある方
　　　　・日中の活動が可能な方
　　　　※どんなサポートをするか事前に打ち合わせを行います。
　　　　興味のある方は是非ご連絡下さい。お待ちしております。
問合せ先　地域福祉課　TEL：６５－５１９１（担当：倉野）

　鹿沼市社会福祉協議会では、訪問介護・障害福祉サービスを行う非常勤職員「登録ホームヘルパー」を若干
名募集します。
⑴募集事業　　　　　①訪問介護・障害福祉サービス事業における訪問介護員（ホームヘルパー）
⑵条件及び応募方法　①賃　　金　「非常勤職員雇用に関する要綱による」
　　　　　　　　　　　　　　　　＜時給：介護職業務　１，２５０円・看護職業務　１，３７５円＞
　　　　　　　　　　②資　　格　介護職員初任者研修修了者(ヘルパー２級)以上の有資格者または看護師
　　　　　　　　　　③職務内容　訪問介護・障害福祉サービス事業
　　　　　　　　　　　　　　　　・朝・晩・土曜、日曜、祝日も活動できる方大歓迎です。
　　　　　　　　　　　　　　　　・直行直帰が基本のお仕事です。
　　　　　　　　　　　　　　　　・勤務時間は、月間勤務表により活動していただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　※なお、状況により本会の取り組む介護保険事業、障害福祉事業の応援を
　　　　　　　　　　　　　　　　　していただくこともあります。
　　　　　　　　　　④勤務時間　１週２０時間以内の範囲で調整します。　　　
　　　　　　　　　　⑤そ の 他　勤務時間に応じて有給休暇の取得ができます。
※電話連絡の上、履歴書・資格証の写しをご持参下さい。　※詳細についてはお気軽にお問合せください。
問合せ先　介護・障がい福祉課在宅サービス係　TEL　６２－４１２７（担当：早山・川田）

シニアの方大募集！
　鹿沼市社会福祉協議会では、認知症高齢
者や知的・精神障害を持つ方に生活費をお
渡しし、各種支払いを行う「あすてらす」
事業を行っています。
　当会では、これらの業務を行う「生活支
援員」を募集しています。
活動内容　金融機関で預貯金を払戻し、生
　　　　　活費を届け、各種支払いを行う。
活動日時　平日・日中　月１、２回
　　　　　（ご都合の良い時で可）
活 動 費 １回１，０００円
活動条件 ８０歳以下・自家用車を使っての
　　　　　活動です
※シニアの方多数活動中！福祉の経験が
なくても大丈夫です。職員がしっかりサ
ポートします！

問合せ先　地域福祉課
　　　　　TEL：６３－２８１７（担当：菊池）

非常勤職員（ホームヘルパー）募集

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　※なお、状況により本会の取り組む介護保険事業、障害福祉事業の応援を
　　　　　　　　　　　　　　　　　していただくこともあります。
　　　　　　　　　　④勤務時間　
　　　　　　　　　　⑤そ の 他　勤務時間に応じて有給休暇の取得ができます。


